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保
護
貿
易
論

二2.

フ

i
t
程
梼
的
保
護
貿
易
論
の
一
形
態

l
!司

メ色、

肩

士

f白

F
1
h苛
伊
川
人
問
、
コ
品
目
拾
を
い
リ
一
段
川
勺
ぢ
去
c
ι
h
y
f
-
土
と

1
4
L
勺
へ
一
川
汗
こ
ど
っ
一
三
川
准
ー
し
ご

b
r
J
tよ
一
一
日
;

l
J
'
l
l
i
'
〈

『

l

(

d

l

』

l
M
'
3
i
〈

F
I
，

m

-

l

'

-

J

i

l

-

-

-
〉
七
山
口
係
k
hリ

l
h
F
U

川
正

〆
丸
一

V

イゴ
-
C
U
H
J
λ
n
H
ゆ
ι
h
p

イ
-
上

諭
的
命
題
沿
よ
び
政
策
的
慣
値
概
射
に
於
て
は
、
諸
税
は
ほ
ピ
統
一
的
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
保
護
貿
易
給
に
闘
す
る
諸
論
は
、
極

め
て
雑
多
友
刷
版
糸
井
一
内
容
と
を
有
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
保
護
貿
易
論
の
明
刊
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
定
し
、
そ
れ
ん
¥
を
一
つ
の
纏

ま
れ
る
緯
系
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
大
憶
に
於
て
、
特
定
の
保
謹
貿
易
論
が
粧
済
的
観
念
即
ち
岡
民
所

得
ま
た
は
枇
曾
生
産
物
の
祈
加
と
言
ふ
思
想
に
立
脚
す
る
か
、

あ
る
ひ
は
そ
れ
以
外
の
政
治
的
、
文
化
的
債
佑
判
断
に
立
脚
す
る
か

に
従
っ
て
経
済
的
保
護
貿
易
論
E
C

経
持
外
的
保
設
貿
易
論
と
を
区
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

経
済
的
保
護
貿
易
九
酬
に
つ
い
て
も
ま
た
種
々
の
観
鮪
か
ら
様
々
の
分
類
が
可
能
で
あ
る
が
、
こ
ミ
で
は
た
ピ
そ
の
一
形
態
た
る
シ

ユ
ラ

1
の
保
設
貿
易
論
の
特
徴
を
指
捕
す
る
に
必
要
友
限
度
に
止
め
て
置
く
。

先
づ
特
定
の
議
論
が
如
何
友
る
説
明
方
法
を
採
用
し
て
ゐ
る
か
に
よ
っ
て
、

一
方
に
は
静
態
論
的
保
護
貿
易
論
と
動
態
論
的
保
護

貿
易
論

l
l例
へ
ば
静
態
に
於
け
る
供
給
の
脚
力
牲
に
論
援
す
る
議
論
と
工
業
の
技
術
的
設
展
に
よ
る
生
産
力
の
増
大
に
論
機
す
る

議
論

i
が
匝
別
せ
ら
れ
.
他
方
に
は
均
衡
論
的
保
護
貿
易
論
と
摩
擦
論
『
ロ

E
S
E
-
m
z
E
E
H
的
保
護
貿
易
論
印
ち
均
衡
か
ら
の
偏

制jへば K.Oldenbergj Deutschland als Industrie~t1;;ü; liildebrand; Die :E.r 
schutteruug der Industrieherrscnaft， A. Wagner ARrar-und Industriestaat; 
Pohle; Deutschland am Scheideweg に於けるね護思想は経済外的債値判断
を多〈合んでゐる。
I-Iaberler; Der Internationale Handel S. 176五Z) 



侍
の
欣
態
を
封
象
と
す
る
議
諭
(
ケ
イ
ン
ご
と
が
匝
別
せ
ら
れ
る
。

ま
た
保
謹
政
策
の
必
裂
を
一
凶
民
経
持
金
醐
胞
に
つ
い
て
認
め
る
か
、
特
定
の
生
産
部
門
あ
る
ひ
は
特
定
の
商
品
に
限
つ
て
の
み
認

め
る
か
に
隠
じ
て
、

一
般
的
保
沌
貿
易
諭
と
部
分
的
保
山
崎
貿
易
論
と
が
分
た
れ
う
る
。
例
へ
ば
外
閣
の
一
般
的
胸
税
引
上
げ
に
桜
復

す
る
意
味
に
於
て
自
閣
の
閥
枕
の
一
般
的
引
上
げ
を
要
求
す
る
な
ら
ば
前
者
で
あ
り
、
『
生
時
下
段
輸
出
の
危
険
ν印
ち
生
直
子
段
の

輸
出
は
相
手
聞
の
生
JJ
力
を
叫
山
口
大
せ
し
止
、
引
い
て
は
白
闘
の
販
寅
市
揚
を
縮
少
す
る
と
言
ふ
摘
出
怖
に
立
っ
て
生
産
手
段
の
輪
川
を

制
限
叩
ま
た
は
ゆ
ポ
止
ず
る
な
り
ば
後
者
で
あ
る
。

い
ま
右
の
彩
怒
分
川
聞
に
従
っ
て
シ
ユ
ラ
!
の
保
謎
貿
易
A
f
仰
の
特
徴
を
指
摘
す
る
な
ら
ば
、

彼
に
於
て
は
経
倒
的
進
お
ま
た
は
一
俊
動

の
欣
態
は
取
扱
は
れ
友
い
か
ら
、
そ
れ
は
静
態
論
的
で
あ
り
、
ま
た
彼
は
そ
の
現
論
を
展
開
す
る
に
営
り
、
部
分
均
衡
の
↓
刀
法
を
刊

ひ
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
れ
は
均
衡
諭
的
で
あ
る
。
廷
に
彼
の
議
九
州
に
於
て
は
特
定
の
商
品
す
な
は
ち
供
給
の
弾
力
性
の
大
な
る
商
品
、

従
っ
て
彼
の
所
謂
『
生
産
費
差
異
』
の
小
左
る
商
品
に
於
け
る
保
謎
政
策
の
有
利
性
が
強
調
さ
れ
る
か
ら
、

そ
れ
は
部
分
的
保
高
貿
必

論
で
あ
る
。
而
し
で
一
般
に
川
給
の
弾
力
性
の
大
な
る
商
品
は
工
業
生
産
物
で
あ
る
貼
か
ら
見
れ
ば
、
彼
の
主
張
は
賛
同
に
於
て
工

業
保
議
論
で
あ
る
と
見
倣
さ
れ
、
ま
た
首
時
二
九
O
五
年
)
の
獄
乙
の
時
代
的
背
景
よ
り
す
れ
ば
、
彼
の
意
識
す
る
と
ぷ
口
と
に
拘
ら

令
、
そ
の
結
果
に
於
て
は
カ
ル
テ
ル
閥
惜
矯
准
論
で
あ
っ
た
と
ユ
一
日
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

ー一、

シ
且
ラ

l

の
保
謎
貿
易
読
に
於
て
は
『
生
産
費
差
異
」
(
{
)
古
〈

2
E
E一2
7
2
士
一
呈

-JEEECzrz百
三
た
る
概
念
が
そ
の
議
論

の
基
調
を
成
し
て
ゐ
る
。

そ
れ
欣
に
正
日
々
は
先
づ
彼
の
一
一
一
一
司
ふ
「
生
亮
一
費
弔
問
共
』
の
立
味
か
ら
川
護
せ
ね
ば
友
ら
た
い
コ

U

ユ
-
7
1
の
保
護
貿
易
論

第
四
十
四
巻

筋

量左

'¥ 

-fL 
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シ
ユ
ラ
!
の
保
護
貿
易
論

第
四
十
四
巻

ブL

O 

四=一

O

策

強

停
統
的
貿
易
理
論
に
於
て
は
生
産
費
差
異
と
生
産
優
越
性
と
は
同
義
語
と
し
て
理
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
印
ち
あ
る
一
闘
の
他
の
一

闘
に
劃
す
る
特
定
の
財
貨
の
生
産
優
越
性
は
、
雨
園
に
於
け
る
そ
の
財
貨
の
生
産
費
の
差
異
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
も
の
と
考
ヘ

ら
れ
て
ゐ
る
。
一
一
=
ロ
ふ
ま
で
も
左
く
こ
の
揚
合
に
は
同
一
商
品
の
二
国
に
於
け
る
生
産
費
の
差
異
、

よ
り
正
確
に
(
一
日
へ
ば
、
同
一
商
品

の
一
定
量
を
生
産
す
る
場
合
の
一
図
の
生
産
費
と
他
閣
の
生
産
費
と
の
比
較
が
問
題
で
る
る
。

付
れ
ど
も
シ
ユ
ラ

I
の
言
ふ
『
生
産
交
差
異
』
と
は
呉
れ
る
二
一
闘
に
於
け
る
一
定
商
品
の
生
産
相
只
の
差
異
で
は
な
く
し
て
、
同
一
回

内
に
於
け
ら
一
定
ぃ
向
日
刊
の
生
除
費
の
岩
間
肌
(
で
あ
る
。

よ
り
許
制
KAZ日
へ
ば
、

一
司
こ
ョ
、
ご
寺
Z
-
d
r
q
一

J
K
l下
一
王
一
主
主
幹
1
r
m
F
3

E
F
t
-
L
F
品
a
4
M
J
作
t
H
戸
ιノ
~
!
ァ
↑

t刀
Ja--

弘一
A
n
k
E
凡
ら
れ
る
生
泣
い
wt

加
配
C
限
界
生
産
貨
と
生
毘
増
加
後
の
限
界
生
産
費
と
の
差
異
で
る
る
。

こ
の
と
と
は

一
生
産
部
門
が
多

数
の
経
管
か
ら
成
り
日
つ
そ
れ
等
の
経
替
が
そ
れ

A
¥異
れ
る
僚
件
の
下
に
あ
る
と
と
を
必
要
左
前
提
と
す
る
。
か
k

る
前
提
に
あ

る
限
り
、
そ
の
生
産
部
門
内
に
「
不
均
等
な
る
生
産
費
を
持
っ
た
経
替
が
連
結
的
に
並
存
す
る
』
と
と
L
な
り
、
生
産
の
増
加
は
常
に

限
界
生
産
費
を
上
昇
せ
し
め
、
従
っ
て
『
生
産
費
差
異
』
を
生
や
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

と
の
意
味
に
於
け
る
生
産
費
差
異
の
程
度
は
閣
に
よ
っ
て
異
る
の
み
友
ら
や

同
一
の
闘
内
に
於
て
も
商
品
の
具
る
に
従
ヲ
て
異

ら
ね
ば
左
ら
た
い
。
何
と
友
れ
ば
一
面
に
於
て
生
産
費
差
異
を
生
ぜ
し
め
る
基
礎
的
僚
件
す
な
は
ち
土
地
・
労
力
及
び
資
本
僚
件
は

園
の
具
る
に
従
っ
て
異
り
、
他
国
に
於
て
こ
の
基
礎
的
保
件
の
作
用
す
る
程
度
は
個
々
の
商
品
に
於
て
具
る
か
ら
で
あ
る
。
土
地
・

持
カ
及
び
資
本
僚
件
が
図
に
よ
っ
て
契
り
、
従
っ
て
生
産
費
差
異
の
程
度
が
闘
に
よ
っ
て
異
る
と
と
は
改
め
て
詑
明
す
る
ま
で
も
左

ぃ
。
生
産
費
差
異
を
生
ぜ
し
め
る
基
礎
的
保
件
が
個
々
の
商
品
の
生
産
に
長
い
て
異
れ
る
程
度
に
作
倒
す
る
と
一
一
一
日
ふ
こ
と
は
、
あ
る

商
品
の
生
産
は
特
殊
性
及
び
限
定
性
の
大
な
る
生
産
手
段
(
土
地
・
質
的
努
働
)
を
多
く
必
要
と
し
、
他
の
商
品
の
生
産
は
そ
の
小
な
る

Schuller; ~. a. O. S. I7 
この場合俗!々由経傍の個別的生産費rllJ線はたと〈底|洋的であワても，その生産
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生
産
手
段
を
多
く
必
要
と
す
る
事
寅
を
意
味
す
る
。

一
商
品
の
生
産
が
持
殊
的
生
『
伝
子
段
を
必
要
と
す
る
程
度
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
生
産
突
の
平
準
化
は
困
雑
で
あ
る
o
か
、
る

部
門
に
於
け
る
一
定
量
の
生
産
増
加
は
段
階
的
に
著
し
く
劣
等
な
る
生
産
僚
件
を
導
き
入
れ
る
と
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
-
あ
る
。

従
っ
て
か
t
h

る
部
門
に
お
い
て
は
生
産
費
差
異
は
ム
へ
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
特
殊
性
の
小
な
る
、
従
っ
て
平
市
化
の
容
易
な
ろ
資
本

及
び
信
川
閥
係
が
中
へ
な
る
役
剣
を
占
む
る
部
門
に
於
て
は
二
定
量
の
生
春
日
噌
加
に
作
ふ
限
界
生
産
省
八
の
上
昇
の
程
度
は
小
で
あ
る
o

従
っ
て
か
L

る
部
門
に
於
て
は
生
直
悼
一
法
問
晃
一
は
小
で
あ
る
。

「
生
産
費
生
花
異
が
大
で
あ
る
と
と
は
、

必
要
怒
る
生
高
一
が

i
・
:
:
:
・
段

階
的
に
子
し

J

、
労
手
な
ヨ
セ
必
保
件
佐
川
則
川
は
「

7

，
?
一
と
に
よ
っ
こ
始
め
て
鴻
足
さ
れ
う
る
こ
と
ど
一
市
川
味
「
る
。

!.L 
"rii:{ 

i亡
主包

(j) 

in電

1; 

i.n 

JI: 
恥l
AIJ 

illl 

お

1
1
1
;
l
i
t
f
l〆

川
口
七

E
1
J
R
H
F
昨
明
翌
月
、

ぐ
よ
り
自
さ

I
U
7
1
1一

:
1
1
5

6
1
1
:
-
J
t
l
v
ノ
イ
』

i
，

4
2
4一ノ
U

小
な
る
場
合
は
そ
の
反
封
で
あ
る
叫
』

こ
の
辺
自
か
ら
汗
々
は
、
特
殊
性
の
最
も
大
た
る
土
地
が
そ
の
生
産
に
於
て
最
も
大
た
る
役
訓
を
占
む
る
原
始
生
産
部
門
の
生
産
費

差
異
は
最
も
著
し
く
、
ま
た
質
的
労
働
を
多
く
必
要
と
す
る
子
工
業
生
産
部
門
に
於
て
も
同
様
の
傾
向
が
存
在
す
る
こ
と
を
推
察
す

る
こ
と
が
出
来
る
。

以
上
に
よ
っ
て
シ
ユ
ラ

l
り
言
一
主
T

療
費
差
異
の
意
味
及
び
内
容
が
明
ら
か
に
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
生
産
優
越
性
ま
た
は
生
産
箆
併
と
は
別
倒
。
概
念

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
生
産
優
越
性
と
は
一
回
が
一
定
商
品
。
一
定
費
を
他
附
よ
り
も
よ
り
低
き
生
産
費
で
生
産
し
う
る
こ
と
・
あ
る
ひ
は
同
一
の

費
用
で
よ
り
多
量
を
生
産
し
う
る
こ
と
を
百
味
ナ
る
。
け
れ
ど
も
と
L

に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
生
産
優
越
性
印
ち
生
康
保
件
目
優
越
怜
は
直
ち
に
現
貨

の
検
出
を
誕
明
ず
る
も
丹
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
現
貨
の
輸
出
は
生
産
保
件
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
閣
の
需
要
快
惑
に
も
依
存
す
る
か
ら

で
あ
る
。
例
へ
ば
A
園
が
B
岡
に
却
し
生
産
優
越
性
を
有
し
、
同
一
の
債
格
に
於
て
よ
り
多
量
。
一
定
商
品
を
生
皮
し
う
る
と
し
て
も
、
十
一
心
し
反
百
に

お
い
て
A
閣
の
そ
白
償
協
に
於
け
る
闘
内
需
要
が
地
め
て
大
で
あ
り
、

B
因
。
そ
白
債
格
に
於
け
る
図
内
需
要
が
掠
め
て
小
で
あ
る
場
合
に
は
、
需
要

ジ
ユ
ラ
ー
の
保
護
貿
易
論

第
四
十
四
巻

四

策

強

九
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V

ユ
ラ

1

0
保
護
貿
易
論

第
四
十
四
巻

大』

第

銃

四

B
闘
か
ら
A
闘
へ
輪
出
せ
ら
れ
る
。

か
く
て
常
該
商
品
は
A
掛
か
ら
B
同
へ
で
は
な
く
、
逆
に

。

そ
れ
故
に
視
貨
の
輸
出
は
雨
凶
O

市
場
債
格
の
差
別
刊
に
依
存
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

供
給
法
則
の
作
用
に
よ
っ
て
B
岡
の
闘
内
偵
格
は
A
凶
り
そ
れ
よ
り
も
低
い
駐
に
定
ま
り
、

一
前
田
川
の
市
場
債
絡
が
一
闘
に
於
て
他
闘
に
於
け
る
よ
り
も
古
川
い
場
合
に
、
そ
の
商
品
は
そ
の
闘
に
輸
入
さ
れ
る
。
と
L

で
第
一

の
問
題
は
こ
の

一
山
間
口
川
の
輪
一
へ
は
輸
入
凶
の
生
産
に
如
何
友
る
作
則
を
及
げ
す
か
と
一
首
ふ
と
と
で
あ
る
。

安
い
外
側
前
口
山
が
い
川
入
せ
ら
れ
る
と
き
は
、

般
入
同
に
お
い
て
は
限
界
経
倍
が
排
除
せ
ら
れ
、

そ
の
部
門

同
内
債
格
が
低
ト
し

i

，
町
一
一

1

・-!日、

F

巴

j

O
十
t
ん完全

F
J引
用
5
L
3
7
1
M

〆
v

，F
J

一一行
ur

一吋J
F

・4
川

ν
、‘U
A

E

-
ノ

品
H

泊
に
こ
の
油
阿
佐
「
外
国
九
リ
滋
乍
よ
よ
る
閣
内
生
庄
内
服
泊
人
一
L
九一一日

b
b
o

明
Z
J
K
M
K
)
E↑

r-一
士
げ
司
h
1
トに
I
l

-
一
:
一
7
y
ド

J
ー

:
j
t
y
-
-
f

ー

!

ノ

|
{
l
i
l
y
-
1
!
f

の
部
分
的
膝
迫
と
閉
そ
の
全
間
的
一
勝
治
の
二
つ
に
匝
別
せ
ら
れ
る
。

一
商
品
の
輸
入
園
に
於
け
る
均
衡
債
格
が
落
付
く
べ
き
費
削
帥
ち
最
大
費
削

F

限
界
生
産
費
)
を
以
て
行
は
れ
る
生
産
は
聡
入
園
生

産
の
翠
友
る
一
部
分
で
あ
り
、
削
除
の
生
産
は
輸
出
闘
に
於
け
る
最
劣
等
粧
品
百
の
生
産
究
と
同
一
ま
た
は
そ
れ
以
下
の
生
産
費
を
以

「
と
の
閣
内
生
産
唐
は
外
闘
の
回
以
大
費
用
に
相
官
応
す
る
偵
格
の
下
に
於
て
は
、
外
闘
の
粧
品
凸
土
同
様
に
そ

。

の
存
立
を
保
つ
こ
と
が
問
来
る
』
。

て
行
は
れ
う
る
。
従
っ
て

加
之
輸
出
闘
に
於
て
は
、
輪
開
に
仲
ふ
生
産
品
川
U

加
に
よ
っ
て
そ
の
限
界
生
産
費
が
上
昇
し
、
払
相

入
園
に
於
て
は
そ
れ
が
低
下
す
る
。

と
の
こ
と
か
ら
愉
入
閣
の
一
部
の
生
産
は
自
由
貿
易
の
下
に
成
立
す
る
嗣
際
債
侍
よ
り
も
低
い

生
産
費
で
行
・
な
は
れ
う
る
こ
と
、
従
っ
て
綿
入
に
よ
る
総
入
園
生
産
の
陵
迫
が
部
分
的
に
行
は
れ
る
こ
と
が
説
明
せ
ら
れ
る
。

と
れ
に
反
し
、
輸
入
凶
に
於
け
る
輸
入
財
生
産
部
門

ω最
低
生
産
費
(
最
も
優
良
な
秤
昔
の
生
産
資
}
が
自
由
貿
易
の
下
に
成
立
寸
る

同
際
僚
体
よ
り
も
い
向
い
場
合
、
山
提
示
す
れ
ば
闘
際
的
格
が
輸
入
閣
の
最
低
生
産
費
以
下
に
低
下
す
る
揚
ム
口
に
は
輸
入
闘
の
営
訪
吐
産

部
門
は
全
面
的
に
腰
迫
せ
ら
れ
る
。

SchulIer: a. u. o. S. 6弓
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外
岡
聞
の
競
争
に
よ
る
副
内
生
涯
の
M

聞
記
が
部
分
的
で
あ
る
に
せ
よ
、
全
両
的
で
②
る
に
せ
よ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
岱
訪
問
商
品
の
閥
内

生
葎
が
そ
れ
だ
け
減
法
す
る
こ
と
は
否
み
え
な
い
。

問
題
は
こ
の
沢
中
減
涯
が
同
時
に
愉
入
園
総
生
恨
の
減
退
を
意
味
す
る
か
否
か

で
あ
る
。

周
知
の
如
く
、
自
由
貿
易
八
一
川
庁
内
主
川
町
に
ど
れ
ば
自
尚
友
る
総
入
は
決
し
て
怖
一
人
闘
の
総
生
曹
を
減
少
せ
し
め
る
も
の
で
は
友
〈

し
て
、
寧
ろ
相
制
的
に
不
利
友
生
直
か
ら
相
封
的
に

h
利
友
生
ぷ
へ
の
生
産
相
押
換
に
上
っ
て
そ
の
閣
の
線
生
任
を
哨
加
せ
し
め
る
と

-
1

ふ。

け
れ
ど
も
シ
エ
ラ
ー
に
従
へ
ば

こ
の
命
題
は
一
生
内
要
素
の
一
生
係
部
門
か
ら
他
山
生
産
部
門
へ
の
移
動
が
利
等
の
昨
際

た
し
に
行
は

μ
う
る
こ
と
、

)
 

二
生
中
仙
町
ι情
。
佐
川
川
崎
、
へ
ら
ペ
ー
た
る
ふ
へ
い
さ
で
あ
り
、

そ
れ
が
常
に
完
全
に
利
出
せ
ら
れ
る
と
と
を
前

h

-

l

〉

L
}
;

按

1
て
r
t

み
討
さ
れ
る
t
H
1

可
知

:
J
j
h
'
h

札

l

一一K
L
『
こ
コ

1

1
〉

ド

cum-ノ
じ
J

t

v

川ワ
1
1
4
;レ
ナ
41ヲ

/
v
J
r
一
一
町
市

d
h
〉
パ
リ
ハ
1
l
f
;込

T
F
1
1
rト
ド
〕

p
y
h
r
'
J
h
d

h

J

ド
t

J
メ

L
A
T
u
i
c
t
i
Jク
7
4
f
l
u
r
t
f
J
7
v
t
什川

の
生
産
部
門
へ
の
生
直
要
素
の
移
動
は
一
部
へ
2
土
地
)
は
全
く
不
可
能
で
あ
り
、
他

ω
一
部
分
(
輸
入
財
生
産
部
門
の
機
械
及
び
熟
練
叫
労
働

者
)
は
た
ピ
著
し
き
損
失
の
下
に
於
で
の
み
可
能
で
あ
る
。

:Ji---:
従
っ
て
こ
の
両
の
み
か
ら
し
で
も
白
山
貿
易
は
園
内
線
生
産
を

著
し
く
減
少
せ
し
め
る
。
』

第
二
に
坐
産
要
素
の
存
在
量
と
そ
の
利
用
さ
れ
る
程
度
、
従
っ
て
生
内
景
と
の
聞
に
は
必
や
し
も
必
然
的
閥
係
が
ふ
仔
在
す
る
も
の

で
は
な
く
、

一
園
の
生
直
千
段
は
常
に
多
か
れ
少
た
か
れ
休
明
川
駅
態
に
あ
る
。
彼
の
言
ふ
と
こ
る
に
よ
れ
ば
、

『
事
責
陀
於
て
一
岡

の
生
直
諸
力
の
利
用
せ
ら
れ
る
程
度
は
川
閉
め
て
奥
っ
て
日
り
、

そ
れ
は
完
全
に
は
利
用
せ
ら
れ
な
い
。
経
済
的
自
然
力
|
|
肥
沃
な

る
土
地
、
炭
居
、
繍
石
居
、
鎌
胡
居
、
水
力
は
設
も
敬
密
K
限
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
生
湾
要
素
で
あ
る
に
も
か
、
わ
ら
や
、

そ
れ

は
如
何
友
る
固
に
於
て
も
完
全
に
利
用
さ
れ
て
は
居
ら
や
し
て
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
生
一
応
部
門
の
横
山
恨
の
た
め
に
利
用
さ
れ
う
る

シ
ユ
一
ブ

1
の
保
護
貿
易
諭

第
四
十
四
巻

第
三
読
ド

六A

V_'I 
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シ
ユ
ラ
!
の
保
護
貿
易
論

の
で
あ
る
。
」
更
に
ま
た
一
工
場
が
一
定
の
査
本
を
代
表
す
る
に
し
て
も
、

第
四
十
四
巻

プむ
四

go 

四

第
三
時
酔

そ
の
工
揚
の
操
業
皮
が
異
る
に
舷
ヒ
て
等
し
き
量
の
生

隆
一
要
素
が
異
れ
る
生
産
設
往
生
産
す
る
。

少
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
』

こ
の
揚
合
に
は
「
資
本
は
機
椛
的
に
見
れ
ば
何
等
硬
化
し
て
ゐ
危
い
が
、
経
倒
的
に
は
減

而
し
て
闘
捻
は
一
両
に
沿
い
て
、
自
由
貿
易
の
ド
に
於
て
生
十
る
生
月
一
料
換
に
伴
ふ
摩
擦
県
失
を
防
止
し
-
ワ
る
の
み
友
ら
や
、
他

耐
に
於
て
、
休
閑
生
産
子
段
(
ご

ur--子}】守ムペ】】
L
O

円山恒三口一
'
E
C
Z
E
-
-
z一
)
を
生
産
過
程
に
導
き
入
れ
る
と
と
に
よ
っ
て
積
極
的
に
嗣

民
納
生
産
を
愉
U

加
せ
し
め
一
る
a

従
来
輸
入
の
増
加
は
貨
幣
機
構
の
迂
路
を
通
じ
て
輪
出
の
精
進
を
結
果
す
る
と
主
張
さ
れ
来
っ
た
。
け
れ
ど
も
シ
ユ
ラ
ー
に
よ
れ

ば
、
輸
出
増
加
と
圏
内
生
産
増
加
と
は
必
然
的
に
聯
闘
す
る
も
の
で
は
な
く
、
輪
出
は
園
内
生
産
が
停
滞
あ
る
ひ
は
減
少
せ
る
場
合

で
す
ら
、
囲
内
消
費
の
同
時
的
な
減
少
に
よ
っ
て
前
加
し
得
う
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
は
闘
内
の
あ
る
工
業
が
外
閣
の
競
争
に
よ
っ

て
歴
迫
せ
ら
れ
る
揚
合
に
は
、
そ
の
工
業
の
原
料
に
針
す
る
需
要
が
減
少
し
、
惹
い
て
は
そ
の
原
料
の
依
格
が
低
議
す
る
と
と
に
よ

っ
て
原
料
の
輪
出
が
増
加
す
る
。

し
か
し
と
の
輸
出
増
加
は
詩
要
の
減
少
の
結
果
で
あ
り
、
園
民
生
産
の
市
加
と
は
無
闘
係
で
あ
る
。

そ
れ
放
に
五
口
々
は
『
一
商
品
の
輸
入
榊
加
は
他
の
商
品
の
自
動
的
な
輸
出
増
加
を
結
果
す
る
』
と
一
一
?
由
貿
易
均
衡
設
の
命
題
に
立
脚
し

て
、
直
ち
に
喜
一
鰐
と
し
て
の
園
内
生
産
は
輸
入
に
よ
っ
て
減
少
し
-
た
い
と
主
張
す
る
こ
と
は
山
来
友
い
。

一
商
品
の
聡
入
が
輸
入
圏
内
の
消
費
に
及
ぼ
す
基
本
的
な
作
用
は
、

号
一
ロ
ふ
ま
で
も
な
く
営
該
商
品
の
債
格
の
低
下
に
よ
る
消
費
者

利一分、

よ
り
一
止
確
に
一
一
日
へ
ば
消
費
者
の
貨
幣
節
約
の
一
増
加
で
あ
る
。
と
の
消
費
者
の
節
約
柄
加
分
は
首
該
生
産
物
へ
の

で
あ
る
。
消
費
者
は
か
L
る
額
を
自
由
な
る
輸
入
に
よ
っ
て
利
釜
ず
る
。
け
れ
ど
も
む

C
何~一一一鳥海

ゆ
+
一
現
地
球
δ
際
石
器
ざ
剛
q
v
耐
用
恭
盛
時
間
)
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ユ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
こ
の
利
径
は
、
貨
は
園
民
所
得
の
分
配
の
受
化
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
や
、
決
し
て
図
民
総
所
得
の
増
加
を
物
語
る

こ
の
揚
合
に
は
『
圏
内
購
民
者
が
節
約
し
ろ
る
額
だ
け
圏
内
生
産
者
が
失
ふ
の
で
あ
る
。
」

も
の
で
は
た
い
。

四

上
辺
の
ご
と
く
自
由
貿
易
は
一
方
に
た
い
て
聡
入
闘
の
消
費
を
利
谷
し
、
他
方
に
沿
い
て
そ
の
生
産
を
阻
害
す
る
の
で
あ
る
が
、

然
ら
ば
こ
の
利
ハ
命
岳
よ
び
不
利
従
の
程
度
は
何
に
依
存
す
る
か
。

現
貨
の
閲
際
商
品
交
通
は
一
雨
園
聞
の
債
格
の
差
異
に
依
仔
す
る
も
の
ぜ
あ
る
か
ら
、

こ
の
債
格
の
差
異
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
左

白
山
右
る
総
人
が
峨
入
同
日
の
生
弘
治
よ
ぴ
神
山
掛
(
に
佐
々
大
在
る
影
響
を
及
一
ぱ
寸
と
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

i
f
J
}
l
I
'
h
 

市

L
て
側
広
罪
判
げ
泊
二
Z
J
M

ー
あ
る
と
す
れ
ば
.
そ
の
伯
格
の
差
異
同
輸
入
闘
に
劃
寸
る
輸
出
閣
の
生
産
優
越
川
U

に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
る
。
削
ち
『
と
の
意
味
に

川

44
解
さ
れ
た
る
外
国
の
生
産
優
越
性
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
・
自
由
貿
易
は
一
面
忙
於
て
園
内
生
産
を
街
々
座
迫
し
、
他
面
に
於

て
園
内
消
費
を
円
分
身
低
廉
化
す
る
。
』
け
れ
ど
も
こ
の
外
闘
の
生
産
優
越
性
に
基
く
作
用
は
、
自
由
貿
易
が
轍
入
閣
に
到
し
て
資
ら

す
利
白
骨
沿
上
ぴ
不
利
釜
の
相
釘
的
割
合
に
は
一
般
に
無
闘
係
で
あ
り
、
そ
れ
は
躍
に
利
篠
沿
よ
ぴ
不
利
益
の
絶
叫
則
的
大
い
さ
を
捷
化

せ
し
め
る
だ
け
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
「
外
国
の
供
給
額
格
が
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
、
従
っ
て
外
因
の
優
越
性
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る

一
方
に
沿
い
て
泊
賞
者
利
径
が
絶
封
的
に
増
加
す
る
が
、
他
方
に
た
い
て
同
時
に
生
産
座
迫
の
絶
針
的
大
い
さ
も
ま
た
増
大

す
る
か
ら
で
あ
る
。
』

ほ
.!: し

か
し
こ
の
命
題
に
封
し
て
は
一
の
制
限
が
附
せ
、
り
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
外
図
。
優
越
性
が
非
常
に
大
で
あ
り
、
従
っ
て
外
閣
の
供
給
債
格
が
園
内

生
皮
を
全
面
的
に
際
迫
す
る
ほ
y
-
低
い
場
合
に
は
、
雨
図
問
の
債
格
の
差
異
が
如
何
に
大
で
あ
ら
う
と
も
、
そ
れ
は
図
内
生
産
に
謝
し
て
最
早
何
等
の

9
 

不
利
益
を
も
驚
ら
さ
な
い
。
そ
こ
で
は
た
ピ
『
外
圏
の
優
越
性
に
比
例
し
て
閣
内
消
費
者
の
利
盆
が
智
大
ず
る
だ
け
で
あ
る
。
』

ジ
ユ
ラ
ー
の
保
護
貿
易
論

九
:tL 

四
三
五

第
四
十
四
巻

第

量揖
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シ
ユ
ラ
ー
の
保
護
貿
易
諭

第
四
十
四
巻

制

三

六

tJ与

量k

ブし
ム
ノ、

貿
易
が
輸
入
園
の
生
産
ゐ
よ
び
消
究
に
及
ぼ
す
放
果
の
大
小
は
、
外
園
の
事
情
の
み
な
ら
や
園
内
の
事
情
に
も
依
存
す
る
。
而
し

て
首
該
商
品
の
外
凶
の
需
給
以
態
ゐ
よ
び
凶
内
の
需
要
以
態
が
一
定
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
外
開
闘
の
M

肌
哨
ず
の
作
用
は
首
該
商
品
の
凶
内

に
於
け
る
生
産
費
差
異
の
大
小
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

こ
の
と
と
は
生
産
物
(
差
異
の
意
味
か
ら
常
然
に
結
果
ず
る
事
柄
が
あ
る
。

蓋
し
需
要
の
開
力
性
が
一
定
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
消
費
者
利
錠
は
侠
絡
低
下
の
程
度
に
相
感
し
‘
同
一
秤
皮
の
債
格
の
下
落
は
同
一

且
旦
の
消
費
者
利
訴
を
粛
ら
す
の
で
あ
る
が
、

他
耐
に
お
い
て
生
時
刻
差
異
が
契
れ
ば
、

机
川
桁
の
同
一
科
山
川
、

ω
下
孫
、

従
っ
て
同
一
日
常

1
1こ

-
f
一
ニ
一
:
:
号
、
J
r
-
-
j
t
t
〉

1Ear-zz、

f

4ド
祖
国
主
r
自

γ
弘
己
主
躍
す
7
J伸
一
品
バ
1
1
7

山川正
-
Y
Uに
刊
内
J

P
口
門
学
r

h
り

(

1

1

4

F

J

I

l

l

d

J

I

l

l

、

l

J

ヒーノ
F

司
寸
J

A

3

E

h

ト
乙
〉

H
H
H
J
与ム一ご叶邑、
E
L

・〉叶，
t
u
c乙
〕
〆
f

、巴
H
U
P主

t
」り
J

五
ト
ー

μ
H
W
/

て
同
一
日
に
ド
，

7

王
J
r
u
ド
日
訪
中
川
工
〈
日

H
A一
t
1
q
t小
ιFr加
古
川
並
川
山

1

産
費
差
異
が
小
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
故
に
『
伯
格
の
低
下
の
程
皮
、
従
っ
て
一
泊
技
者
利
一
耐
は
同
一
で
あ
っ
て
も
、
閣
内
に
於
け
る
生

と
の
利
訴
に
引
際
す
る
不
利
益
は
大
で
あ
旬
、
前
者
が
大
で
あ
れ
ば
後
者
は
小
で
あ
る
。
』

る
こ
と
L
在
る
か
ら
で
あ
る
。

シ
ユ
ラ
ー
は
右
の
事
拡
を
次
の
ご
と
き
数
例
に
よ
り
て
説
明
し
て
ゐ
る
。
い
空
凶
内
に
於
て
は
同
年
付
債
特
初
、
外
闘
に
於
て
は
却
で
そ
れ
r
p
¥
話
給

が
均
衡
す
る
二
種
の
商
品
を
保
定
す
る
。
誕
に
こ
の
均
衡
慣
絡
に
於
け
る
刷
向
日
川
の
生
保
及
び
消
費
置
が
雨
闘
に
於
て
共
に
山
別
で
あ
り
、
商
品

I
に
於

て
は
、
債
格
ー
の
低
下
に
つ
れ
て
生
産
物
量
ー
が
減
退
し
、
商
品

E
に
於
て
は
、
併
特
ー
の
低
下
に
つ
れ
て
生
産
物
量
5
が
減
砂
す
る
も
の
在
す
る
。

換
言
す
れ
ば
商
品

I
の
生
産
費
差
異
は
大
で
あ
り
、
商
品
ー
の
そ
れ
は
小
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
る
と
き
は
商
品

I
及
び

I
に
闘
す
る
外
幽
お
よ
び
閥

内
の
需
給
去
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
自
向
貿
易
が
行
は
れ
L

ば
、
償
絡
は
共
に
お
に
定
吉
り
、
こ
の
部
に
於
て
凶
際
的
需
給
が
均
衡
す
る
。

〕

〕

岡
商
品
の
イ
外
問
問
債
格
、
と
閣
内
情
咋
抑
止
の
栄
は
共
に
刊
で
あ
り
、
ロ
そ
り
簡
絡
に
於
け
る
生
産
憶
は
共
に
仙
別
で
あ
る
。
従
っ
て

I
及
び

E
商
品
に
つ
い

(

ー

で
の
外
闘
の
優
越
性
は
等
し
い
。
そ
れ
に
も
か
誌
は
ら
干
自
由
貿
易
の
結
果
と
し
て
商
品

I
に
於
て
は
仔
か
に
数
量

-o
、
商
品

E
に
於
て
は
薮
景
お
だ

け
内
幽
生
産
が
減
退
す
る
。
そ
れ
は
商
品

I
の
生
摩
費
差
別
叫
が
商
品
ー
の
そ
れ
に
比
し
て

5
倍
だ
け
大
で
あ
る
こ
と
に
原
因
す
る
。
生
産
械
退
の
程
度

は
か
〈
の
ご
と
〈
異
る
に
も
か

L

は
ら
子
、
伯
格
の
低
下
、
従
っ
て
消
費
低
廉
化
。
何
度
は
ら
で
あ
り
、
そ
れ
に
と
も
な
ふ
消
費
量
帯
加
は
共
に
刊
で

あ
る
。
従
っ
て
消
資
者
利
益
は
嗣
肉
口
聞
に
於
て
等
し
い
。

か
〈
て

V

ユ
ラ

1
に
従
へ
ば
外
闘
の
優
越
牲
は
、
特
妹
の
場
合
を
除
い
て
一
般
的
に
言
へ
ば
、
職
入
凶
の
貿
易
に
よ
る
利
毎
お
よ
び
不
利
径
の
紹
劃
的

Schuller; a. a. O. S. 100. 
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商品 E
/一---"ーー一、

外 闘 の 圏 内 の

一一生産消費生産消費

11司品 I

舛li耳目 内閣の
，一一 」ー--..，.ーー~一一一、

償J陥|生成泊!fi1生法消費

8() 80 30 100 

85 78 お

40 

98 

30 1 8C 80 70 100 
一一-:n I 81 78 71 98 

96 76 日。96 72 7日8:2 -、Q

i)~ 

94 

7~: 7~~ 92 

70 7fj 90 I 105 70 55 90 

玄戸 BGヨ~8-S-1百， 68す玄
37 I 87 6tl 7，' 

6.[ 78 

86 

84 

65 団6115 86 

82 

大
い
き
の
み
に
聞
係
し
、
そ
り
相
謝
的
割
合
に
は
影
響
し
な
い
。
と
れ
に
反
し

凶
内
O

生
産
費
差
異
は
貨
に
貿
易
の
利
盆
お
よ
び
不
利
益
D
相
封
的
割
合
に
影

脅
ナ
る
が
放
に
、
貿
易
利
益
。
判
断
に
と
っ
て
決
定
的
意
義
圭
持
つ
も
白
で
あ

る。

92 

45 

50 

64 

62 

60 80 80 

74 

72 

0

5

 

円

d
門

d

12() 

12日3

13の

五

95 

lU() 

84 

60 80 80 

シ
ユ
ラ
ー
は
以
上
の
議
論
か
ら
保
議
貿
易
が
正
営
付
け
ら
れ
う
る

94 73 74 8:J 

84 

85 

82 

限
度
に
つ
い
て
の
判
断
を
導
き
出
す
の
で
る
る
が
、
そ
の
際
彼
は
一

33 

34 

~m 

7[1 6" 

同
内
K
於
で
生
査
さ
れ
持
ざ
る
総
入
商
品
と
川
ニ
闘
内
忙
於
て
も
生

88 

39 I 8日

40 I 911 

ゆ
さ
れ
得
る
稔
入
商
品
と
に
分
っ
て
考
察

L
て
ゐ
る
。

38 

先
づ
第
一
に
、
気
候
・
地
質
等
の
た
め
に
園
内
生
産
の
不
可
能
た

る
商
品
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
そ
の
闘
際
債
格
は
専
ら
輪
出
闘
の
生
産
欣
態
と
輸
出
入
雨
図
の
綿
需
要
と
の
み
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
‘

関
内
生
産
は
園
際
債
権
の
決
定
機
構
に
輿
ら
な
い
。
従
っ
て
憤
絡
が
如
何
様
に
定
ま
ら
ラ
と
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
閣
内
生
産
は
何
の

影
響
も
受
け
友
い
。
す
た
は
ち
こ
の
場
合
に
園
際
債
格
の
費
動
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
も
の
は
消
費
者
利
益
の
み
で
あ
り
、

こ
れ
に

封
隠
せ
ら
る
べ
き
生
産
者
不
利
径
は
存
白
し
左
い
。
そ
れ
故
に

易
を
阻
害
し
て
は
な
ら
左
訟
の
で
あ
る
。

『
圏
内
に
於
て
生
産
さ
れ
得
ざ
る
商
品
に
於
て
は

--zi--:
自
由
貿

け
れ

E
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
儒
令
同
一
の
商
品
は
囲
内
に
於
て
生
産
さ
肝
な
〈
と
も
、
そ
れ
と
代
用
閥
係
に
あ
る
商
品
(
例
へ
ば
オ
レ
ン
ヂ
自

代
目
に
蜜
柑
)
が
生
産
さ
れ
る
場
合
に
は
、
自
肉
貿
易
自
殺
巣
は
一
方
的
で
は
あ

P
え
な
い
。
何
と
な
れ
ば
こ
の
場
合
に
は
輸
入
商
品
は
囲
内
生
産
商

品
に
謝
し
て
一
定
。
競
争
的
地
位
に
立
ち
、
そ
白
自
由
な
る
論
入
は
圏
内
生
産
商
品
を
蕗
遁
し
、
原
理
的
に
は
閣
内
に
お
い
て
も
同
一
目
商
品
が
生
産

U
A
-
7
1
0
保
護
貿
易
論

第
四
十
四
巻

同

七

第

競

九
七
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V

ユ
一
フ
!
の
保
護
貿
易
論

第

競

第
四
十
回
答

九
A 

四
一
一
一
八

し
何
ら
れ
る
場
合
主
同
様
に
、
消
費
者
利
盆
は
常
に
生
産
者
不
利
益
と
封
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ζ

の
場
合
に
は
貿
易
の
放
処
ほ
弐
に
遮
ぶ
る

要
素
に
よ
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
代
用
可
能
性
り
程
度
に
上
つ
で
も
決
定
せ
ら
れ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

第
二
に
閥
内
生
産
の
可
能
友
商
品
に
つ
い
て
は
、

イ
自
由
貿
易
の
下
に
於
て
も
園
内
生
産
が
可
能
な
揚
合
と
、
ロ
自
由
貿
易
の
下

に
於
て
は
そ
れ
が
不
可
能
で
あ
る
が
、

保
設
貿
易
の
下
に
於
て
は
可
能
友
揚
合
と
が
恒
別
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

白
山
貿
易

ω
干
に
於
て
も
同
内
生
産
の
可
能
な
商
口
聞
に
お
い
て
は
、

貿
易
の
利
徒
ゐ
よ
び
不
利
徒
の
相
割
的
判
合
が
岡
内
の
生
母

品
目
差
異
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
せ
る
通
り
?
あ
る
。

「
工
士
ち
苧
J

首
-

J

dリ
I
H
こ
わ
っ
ご
土

j
l
z
d
z
f
v
J
E
l
l
Z
/
(
 
生
産
品
バ
表
取
(
が

ト
、
勺
ご
う
ー
や
l
h

町
内
ノ

~
J
事
h

J

、

つ
h
J
t
k
J
M
J
f
l
d

白
山
M
H
円
川
却
に
よ
っ
:
知
れ
つ
士
一
川
つ
ね
北
詰
不
刈
ハ
川
は
山
山
叫
い
(
刷
ハ
仙
-
に
比
し
て

M
A
h
一
川
あ
打
、

:t~ 

η: 

産
費
差
異
が
小
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
自
由
貿
易
の
不
利
径
は
そ
の
利
益
に
比
し
て
谷
々
大
で
あ
る
。

山
貿
易
が
有
利
で
あ
旬
、
後
者
に
於
て
は
保
諜
貿
易
が
有
利
で
あ
る
。

そ
れ
散
に
前
者
に
於
て
は
内

自
由
貿
易
の
下
に
於
て
は
圏
内
生
産
は
全
面
的
に
座
迫
せ
ら
れ
る
が
、
保
設
貿
易
の
下
に
於
て
は
刷
内
生
産
の
可
能
た
る
商
品
に

於
け
る
貿
易
政
策
的
判
断
は
、
二
個
の
規
準
す
友
は
ち
外
闘
の
優
越
性
と
閣
内
の
生
産
費
、
差
異
の
大
小
に
基
い
て
な
さ
れ
ね
ば
左
ら

な
い
。
何
と
友
れ
ば
こ
の
揚
合
に
は
、
保
譲
貿
易
の
下
に
於
け
る
生
産
利
益
と
自
由
貿
易
の
下
に
於
け
る
消
費
利
総
と
が
比
較
さ
れ
ね

ば
友
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
而

L
て
保
護
貿
易
の

F
に
於
け
る
生
産
利
訴
は
生
産
費
差
異
が
小
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
大
で
あ
り
、
乱

つ
自
由
貿
易
の
下

ι於
け
る
消
資
者
利
益
、
従
っ
て
保
護
貿
易
の
下
に
於
け
る
消
費
者
不
利
益
は
外
闘
の
優
越
社
い
が
小
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
小
で
あ
る
。

そ
れ
放
に
か
L
A

る
商
品
に
於
て
は
保
護
貿
易
が
有
利
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
外
岡
の
一
段
越
併
が
ム
へ
で
あ
り
、

つ
附
内
の
生
広
費
差
異
が
大
友
る
商
口
聞
に
於
て
は
自
由
貿
易
が
有
利
で
あ
る
。

穴、

以
上
は
シ
ユ
ラ
l
の
保
護
貿
易
論
の
骨
子
で
あ
る
。
彼
の
主
張
は
生
産
費
差
異
の
大
小
か
ら
貿
易
の
利
益
ゐ
よ
び
不
利
盆
に
闘
す 日
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る
判
断
を
導
き
出
し
、

以
て
保
議
貿
易
政
策
を
積
倒
的
に
基
礎
付
け
ん
と
す
る
部
分
在
、
生
産
糊
換
に
於
け
る
摩
擦
損
失
及
び
休
閑

生
直
手
段
の
観
念
宇
一
導
入

γ
る
こ
と
に
よ
っ
て
白
山
貿
易
論
を
反
駁
し
、
以
で
保
雄
貿
易
政
策
を
消
極
的
に
棋
倒
付
け
ん
と
す
る
部

分
と
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
。
百
々
は
先
づ
彼
の
議
論
の
積
似
的
部
分
の
吟
味
か
ら
始
め
よ
う
。

(1) 

シ
ユ
ラ

l
の
防
衛
的
主
張
に
別
す
る
批
判
。

シ
ユ
ヲ

I
の
議
論
に
於
け
る
最
も
根
本
的
な
銑
陥
は
、
泊
先
者
利
訴
に
封
肱
せ
ら
る
べ
き
生
産
者
不
利
径
の
許
偵
を
誤
っ
て
ゐ
る

却
に
あ
る
。

彼
が
山
姥
者
利
谷
は
偵
怖
の
低
干
に
相
臨
す
る
と
一
一
二
口
ふ
場
合
の
沼
資
者
利
訴
と
は
、

骨
間
市
内
商
品
の
消
持
者
が
そ
の
商
品

ハU

附
川
崎
叶
低

F
に
よ
っ
て
利
ゆ
ず
る
貨
幣
出
抑
制
一
-
め
る
。

山

tha利
い
耐
に
釘
世
間
~
せ
ら
PO
ぺ
苛
生
中
者
不
利
い
は
生
庄
和
川
が
償
絡
依
下

)

立

〉

1
仁、亡、。司
p
t
i
-
-
i
'
》

(

y

、

r

1

3

卜
ぃ
ト

J
J

日

J
H
G
和
駅
お
2
口
'
古
車
喜
兵
三
一
一
正
悦
リ
バ
/A
て
お
村
山
り
た
PJ
た
L
、

し
か
る
に
シ
ユ
ラ

1
は
愉
入
国
に
於
け
る
総
入
財
生
咋
部
門
の
生
中
減
退
量
を
以
で
生
産
者
不
利
俗
と
認
め
‘
と
れ
を
消
費
者
の

五
日
々
は
こ
の
知
に
パ
ロ

I
ネ
と
シ
ユ
ラ
ー
の
根
本
的
な
相
異
を
渡
見
す
る
の
で
あ
る
が
、

貨
幣
節
約
額
と
封
比
せ
し
め
て
ゐ
る
ロ

ユラ

i
は
何
故
に
生
産
者
の
純
牧
谷
で
は
な
く
し
て
生
午
量
の
哨
減
に
よ
っ
た
で
あ
ら
う
か
。
惟
ふ
に
そ
れ
は
保
護
貿
易
政
策
の
闘

民
経
済
的
有
利
性
を
設
明
せ
ん
と
せ
る
彼
の
一
白
、
せ
る
意
刷
に
法
く
も
の
で
あ
ら
う
。

貿
易
政
策
の
国
民
経
済
的
判
断
は

e

部
の
生
呼
者
群
の
私
絞
情
的
友
純
牧
徒
(
企
業
利
潤
ま
た
は
生
席
者
険
制
)
に
よ
っ
て
ピ
は
な

く
し
て
、
凶
民
綿
生
保
ま
た
は
凶
民
総
所
得
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
占
品
丹
波
に
於
け
る
貿
易
政
策
上
の
判
断
が
専
ら
剛
氏
線

生
産
の
最
大
化
の
見
地
か
ら
な
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
胤
知
の
事
柄
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
同
氏
総
生
中
の
増
減
に
封
す
る
判
断
は
墜
に

一
生
海
部
門
に
於
け
る
生
市
府
加
ま
た
は
生
ぷ
減
少
か
ら
す
る
と
と
は
全
く
不
可
能
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
胤
民
経
怖
の
す
べ
て
の
市

シ
ユ
一
ブ

1
0
保
護
貿
易
治

第
四
十
四
巻

競

I~q 

;fu 

九
プじ

~ 
} 

2〆

ハノレム又はシ斗ヲーの保護貿易論を "Kostendi恥 renz= Schu tzzoIltbcorie" 
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シ
ユ
ヲ
ー
の
保
護
貿
易
論

第
凶
十
四
巻

告Z

披

O 
O 

凶
四

O

部
門
に
於
け
る
生
産
欣
態
を
取
扱
ふ
と
と
に
よ
っ
て
始
め
て
可
能
で
あ
る
。
開
校
は
輸
入
財
生
産
部
門
の
生
産
を
増
加
せ
し
め
る
。

け
れ
ど
も
他
方
に
於
て
そ
の
生
席
増
加
は
他
の
部
門
{
輪
出
則
生
産
部
内
)
か
ら
の
生
産
要
素
の
引
上
げ
、
従
ヲ
て
他
の
部
門
に
於
け
る

生
産
減
退
を
資
ら
ず
で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
K
シ
ユ
ラ

1
の
生
産
利
益
に
は
他
の
部
門
の
生
産
不
利
益
が
針
服
せ
ら
れ
ね
ば
友
ら
泣
い
。

し
か
も
と
の
比
較
劉
照
は
シ
ユ
ラ
ー
の
採
用
し
て
ゐ
る
が
如
き
部
分
均
衡
の
方
法
を
以
て
し
で
は
全
〈
見
込
友
き
業
で
る
る
。
部
分

均
衡
の
方
法
に
よ
る
限
り
、

、
、

正
日
々
は
常
波
生
陸
部
門
の
生
産
者
利
ハ
併
と
山
内
礼
者
利
訴
L
」
の
比
較
を
以
て
甘
ん
や
る
外
は
左
い
。

し
由通

も
そ
こ
で
何
ら
れ
る
も
の
は
聞
に
民
易
政
策

k
の
部
分
川
判
断
に
す
ぎ
泣
い
。

部
分
均
衡
の
方
法
の
限
界
性
を
明
硲
に
し
且
つ
闘
税
に
よ
る
首
該
部
門
の
生
産
増
加
を
直
ち
に
幽
民
粧
品
問
的
利
径
と
混
同
せ
宇
‘

ど
こ
ま
で
も
営
該
生
産
部
門
の
生
産
者
利
盆
と
し
て
正
常
に
評
債
す
る
と
き
始
め
て
、

若
々
は
部
分
均
衡
の
方
訟
を
正
営
に
貿
易
政

部

策
的
判
断
陀
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
周
知
の
如
〈
パ
ロ

l
ネ
に
よ
っ
て
企
て
ら
れ
て
ゐ
る
が
こ
、
で
は
バ
ロ

l
ネ
の
主

振
を
詳
細
に
線
返
す
必
要
は
友
い
。

こ
L

で
は
た
い
込
特
定
商
品
の
貿
易
ル
ら
貿
易
常
事
闘
が
受
け
る
刺
盆
は
貿
易
誌
に
依
存
す
る
も
り
で
あ
る
こ
と
、
及
び
貿
易
量
は
、
他
。
事
情
が
等

し
け
れ
ば
、
供
給
の
弾
力
性
が
小
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
(
Y
A
ラ
!
の
一
吉
ふ
生
庄
費
差
異
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
)
小
と
な
る
も
り
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
れ
ば
足
り
る
。
そ
れ
故
に
吾
々
は
シ
ユ
ラ

l

o
命
題
と
は
反
割
に
『
他
白
事
僻
が
等
し
け
れ
ば
供
給
の
弾
力
性
が
小
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

r斡
入
の

利
益
は
小
で
あ
り
、
前
者
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
後
者
も
ま
た
大
で
あ
る
c

け
れ

F-
も
貿
易
は
常
に
多
か
れ
ゆ
な
か
れ
利
徒
で
あ
る
。
』
と
言
ふ
べ

き
で
あ
る
。

シ
A
-
7
1
は
常
に
需
要
の
弾
力
性
が
一
定
で
あ
る
と
の
偲
定
に
立
ち
、
聞
寸
に
供
給
の
郵
力
性
白
大
小
の
み
か
ら
貿
易
り
利
徒
及
び
不
利
径
を
河
断
し

て
ゐ
る
け
れ

E
も
貿
易
の
利
盆
は
供
給
の
弾
力
性
の
み
な
ら
ず
需
要
白
勝
力
性
に
も
依
存
す
る
。
そ
れ
放
に
使
令
シ
ユ
7
!
の
主
張
令
俸
が
す
べ
て

E

L
V
-
-と
し
て
も
、
そ
れ
が
片
手
落
ち
の
議
論
で
あ
る
と
言
ふ
批
雛
を
免
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

Barone; a. a. O. S. 104 ff. 
Harrod"; International Economics p. 33; Lehfeldl:; Tariffs and the Distribu. 
tion of Foreign Trade; Economica No・21. Dec. ][92:7 p. 281参照
Harrod; ibid. p. 35 ff. 
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(2) 

シ
ユ
ラ

1
の
消
極
的
主
張
に
針
す
る
批
判
。

シ
ユ
ラ

I
の
消
倒
的
主
張
す
訟
は
ち
自
由
貿
易
諭
に
封
す
る
反
駁
は
、
生
産
捕
時
換
に
作
ふ
摩
擦
損
失
及
び
休
閑
生
産
手
段
の
存
在

と
言
ふ
二
つ
の
根
械
に
立
脚
し
て
ゐ
る
。
こ
の
二
個
の
根
嫁
は
シ
ユ
ラ

l
の
論
理
に
於
て
密
接
に
関
聯
し
て
ゐ
る
。

輸
出
を
増
加
す
る
た
め
に
は
輸
出
財
の
生
直
を
償
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
友
い
。
そ
れ
は
他
の
部
門
(
轍
入
瑚
生
産
部
門
}
か
ら
の
生
産

要
素
の
移
動
を
必
要
と
す
る
。

し
か
る
に
生
弓
要
素
の
あ
る
も
の
は
多
か
れ
少
な
か
れ
特
殊
性
を
持
つ
が
故
に
、

こ
の
生
産
妥
素
の

移
動
に
際
し
摩
擦
山
川
上
へ
が
生
や
る

3

そ
れ
此
に
生
直
の
陣
地
闘
が
俄
令
相
針
的
に
良
好
な
る
保
件
の
存
在
す
る
部
門
の
方
向
へ
行
は
れ

る
場
合
で
す
ら
一
の
刈
川
内
総
内
川
お
同
問
先
が
仇
J
r
b
3

ン

コ

-
7
1
が
上
の
如
く
-
一
判
ふ
た
ら
ば
、

Y
』

H
A

は
庇
恥
h
j
k
巾
引
の
ご
と
〈
一
以
問
ナ

る
と
と
が
出
来
る

2

刷
剛
叫
刊
に
よ
っ
F
~

総
入
財
の
生
出
明
加
を
出
る
た
め
に
は
、

他
の
部
門
{
輪
開
刻
午
産
訂
作
い
)
か
ら
件
寄
安
素
い
か
ザ
ト

げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
っ

し
か
る
に
生
崎
要
素
の
あ
る
も
の
は
多
か
れ
少
な
か
れ
特
殊
性
を
持
つ
が
故
に
、

と
の
生
産
要
素
の
移
動

に
際
し
摩
擦
損
失
が
生
や
る
。
放
に
闘
設
に
よ
る
生
産
増
加
は
常
に
一
の
閥
民
経
済
的
な
損
失
と
結
び
付
〈
。

そ
こ
で
シ
ユ
ラ

l
は
休
閑
生
直
子
段
と
一
一
一
一
回
ふ
武
絡
を
栓
し
来
る
。
闘
稔
に
よ
っ
て
除
入
財
の
生
産
増
加
を
計
る
た
め
に
は
、

必
寸=

し
も
輸
出
財
生
産
部
門
の
生
産
要
素
を
煩
ら
は
ず
必
要
は
な
い
。
生
産
諸
要
素
は
如
何
な
る
岡
に
於
て
も
完
全
に
は
利
川
せ
ら
れ
て

居
ら
や
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
生
占
部
門
の
績
張
の
た
め
に
利
則
せ
ら
る
べ
く
待
っ
て
ゐ
る
。
関
税
は
こ
の
休
閑
生
産
手
段
を
生
産

過
程
に
導
き
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
民
線
生
産
を
積
倒
的
に
増
加
せ
し
め
る
と
。
し
か
し
シ
ユ
ラ

1

0
と
の
武
器
は
却
っ
て
シ
ユ

ヲ

l
自
身
に
向
け
ら
れ
得
る
。
輸
出
の
た
め
に
輪
出
財
生
還
を
横
張
す
る
に
際
し
、
必
宇
し
も
輸
入
財
生
産
部
門
の
生
産
要
素
を
煩

は
す
必
要
は
な
い
。
五
口
々
は
検
出
財
生
産
部
門
の
休
閑
生
産
手
段
を
生
産
過
程
に
導
き
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
岡
民
総
生
産
の
積
極

シ
ユ
ラ
ー
の
保
護
貿
易
諭

第
四
十
四
巻

四
1国

第
三
披

O 



シ
ユ
ラ
}
山
保
護
貿
易
諭
h

第
四
十
四
位
世

!l:' 

晶E

O 

四
四

的
精
加
を
計
る
と
と
が
出
来
る
と
。

シ
エ
ラ
ー
の
様
本
的
課
謬
は
生
産
糊
換
に
仲
ふ
摩
擦
損
失
を
団
民
経
済
的
損
失
と
考
へ
た
賄
に
あ
る
。
外
凶
の
続
時
ず
の
た
め
に
特

ん
た
商
品
の
憤
絡
が
低
本

L
、
そ
の
生
虫
阿
部
門
が
座
迫
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
部
門
の
特
殊
的
生
竹
下
段
の
炉
、
枯
胞
が
減
慎
き
れ
、
従
つ

て
そ
の
所
有
有

ω
川
仰
が
減
少
す
る
こ
と
は
否
み
得
な
い
こ
と

εあ
る
む

し
か
し

E
ω
事
貨
は
ハ

l
パ
一
寸
ー
が
い
化
計
に
指
摘

t
て
ん

何
等
同
民
一
所
得
の
抗
失
を
な
，

m寸
る
も
れ
で
は
た
い
じ
円
一

る
ご
と
〈

一d
m
f
に
刷
命
日
生
産
物
の
分
配
の
対
日
化
を
反
映
す
る
に
す
ぎ
十

W
H
各
雌
問
者
ぶ
2

寸
お
紘
一
作
的
こ
喪
花
す
る
と

1
4
4
t
T
7
1
1
1
'
t
i
-
-
-

《

立
川
走

t
p
止つ

R
U
.
士
主
主
制
町
民
h什

〉

広

「

主

-if--ご
士
」
寸
法
h
d
h
h
E
J
L〈

3
1
5
P
、

2
F
4
4
i
一
二
日
卜
，
F
二『

E
叫

f
F
L
φ
m
1
0
5
t
r
!パ
1
L
1
4
7
ψ
t
E
H
F
-
~
F
2
己
に
担
仰
は
'
白

な
は
ち
地
代
及
び
準
地
代
さ
z
p
E
E
t
)

は
訴
に
ま
で
減
傾
せ
ら
れ
る
。

し
か
し
企
業
者
は
そ
の
場
合
出
ち
に
企
業
を
閉
鎖
す
る
こ

と
友
く

流
動
的
失
費
に
封
し
て
支
出
抑
ひ
う
る
限
り
企
業
の
混
特
を
持
紙
寸
る
。

従
っ
て
合
葉
山
永
の
側
人
的
川
仰
は
減
ゆ
す
る
が
利

、

、

、

、

、

、

、

、

そ
れ
は
確
か
に
企
業
家
の
私
粧
直
川
的
以
た
で
は
あ
る
が
剛
氏
絞
済
的
問
た
で
は
な
い
。

に
は
消
究
者
の
利
益
が
封
舷
寸
る
。

合
生
産
物
は
減
少
し
な
い
。

金
業
家
の
山
川
小
、

伯
仲
情
低
落
に
よ
る
衝
撃
に
封
し
地
代
及
び
準
地
代
の
綬
衝
帯
に
よ
っ
て
保
品
位
さ
れ
て
ゐ
友
い
限
界
経
営
を
考
慮
に
入
れ
る
た
ら

ば
、
吾
身
は
債
格
の
歩
一
歩
の

F
落
に
伴
っ
て
限
尿
粧
替
が
次
々
と
排
除
せ
ら
れ
、
そ
の
生
咋
部
門
の
凶
内
生
培
量
は
そ
れ
だ
け
減
少

す
る
と
一
一
己
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
そ
の
生
産
部
門
の
限
界
経
持
が
可
動
的
生
中
曽
索
、
す
友
は
ち
他
の
用
途
に
於
て

も
利
用
さ
れ
勺
る
生
産
要
素
に
到
し
、
そ
の
慎
絡
を
支
排
ひ
え
な
く
怠
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
可
動
的
生
序
山
空
中
議
は
と
の
限
界
統

川
営
を
去
り
他
の
部
門
に
於
で
上
り
生
奇
的
に
利
用
さ
れ
る
と
と
主
な
る
。

そ
れ
故
に
こ
の
場
合
、

限
界
経
管
の
閉
鎖
は
何
等
同
氏
経

済
的
損
失
で
は
友
い
。
『
君
し
人
々
が
例
へ
ば
閥
枇
主
た
は
何
等
か
の
形
態
の
・
公
的
ヂ
段
の
補
助
に
よ
っ
て
‘
可
動
的
生
定
手
段
を
そ

れ
が
岡
氏
経
済
の
他
の
部
門
に
於
け
る
よ
り
も
よ
り
小
友
る
利
径
を
拳
げ
る
に
す
ぎ
友
い
川
途
に
人
銭
的
に
同
法
せ
し
め
る
な
ら
ば

llaberler; a. a. O. S. 135 
この前提が正確に安常するのは物的なる特殊的生産'l'.J交についてピある。
働にワいては自由なる債格椴構は部分的に排除される。I-Iaber1er a. a. 
s. 141 仔~lJCび特に '9ロ.花
なほ腕1設はなるほ1:消費者5利益を直接に阻害す O :~l: ， 同時に陪1家収入を唱力11
しfnJ接l亡消費者を利盆すると言..1、主!l[もまた許古れない。何となれば開校に

勢
。
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そ
れ
と
そ
閣
民
経
済
に
と
っ
て
の
損
失
で
あ
る
。
」
一

シ
ユ
一
フ

1
の
休
閑
生
産
手
段
に
闘
す
る
議
諭
は
、
よ
り
多
く
の
問
題
に
満
ち
て
ゐ
る
つ
…
山
一
ち
に
明
ら
か
友
こ
と
は
休
閑
生
徒
手
段

を
承
認
す
れ
ば
‘
生
産
陣
地
聞
に
於
け
る
摩
熔
似
宍
に
つ
い
て
の
埋
人
削
的
紋
嫁
を
薄
弱
た
ら

L
め
る
こ
と
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
シ
品

-
7
1
の
主
張
す
る

C
2
く
‘
す
ぺ
て
の
生
時
諸
部
門
に
於
て
生
産
要
素
が
常

κ多
か
れ
少
な
か
れ
休
閑
欣
胞
に
あ
る
も
の
と
す
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
他
の
部
門
か
ら
の
生
産
要
素
の
移
動
が
不
必
要
と
た
旬
、

限
協
市
旧
制
止
へ
が
問
溜
と
友
ら
た
〈
た
る
か
ら
で
あ
る

G

こ
の
貼
は

シ
ユ
ラ
ー
に
於
け
る
明
白
な
自
己
矛
盾
と
言
は
ね
ば
友
ら
た
い
。

若
し
シ
A

F

ブ
ー
の
一
一
品
ふ
ι
仲
間
生
ぷ
子
段
な
る
も
の
が
伎
術
的
に
は
利
用
可
能
で
あ
る
が
、

段
を
窓
味
す
る
た
ら
ば
‘
そ
れ
は
そ
の
生
岸
部
門
が
に
な
る
生
直
陀
・

粁
出
的
に
は
利
川
せ
ら
れ
た
い
生
同
千

従
っ
て
侃
雪
車
問
賛
同
ぞ
れ
し
て
ゐ
る
兆
候
で
あ
る
。
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刑
公
岡
主
主

t
f
h仰
コ
司
品
川
P
一語
u
I
E

ノ

J
ノ
、

』
ィ

i
i
H
Fニ
レ
ヰ

o
f十、，
E
2
4
1
占

l

J
二

ム

士

〉

官

可
J

〉

h
r
z
Eハソ
E
E
Mロ
H戸
、
伝
亡
〉

H
E
t
-
'
?
と
〆
/
、

1
4、
ィ
ゾ
凸

U
H
I
d
-
品
i

自
r
H
y
f
u
p一

J
J
J
4
H
4
4
J
符
E
Z
J
J
f
l
u
a

佐
川
}
京
山
戸
一
臥
内
U

I
f
-
-

池
間
的
生
産
要
素
と
し
て
機
能
し
え
な
か
っ
た
生
時
安
泰
を
生
遅
過
梓
に
導
き
入
れ
う
る
e

し
か
し
7

ツ
ケ
ン
ロ

1
ト
が
指
摘
し
て
ゐ

る
ご
と
く
「
従
来
持
定
の
生
産
手
段
が
何
等
の
償
絡
を
も
持
た
な
か
っ
た
と
一
百
戸
ず
}
と
は
、

一
止
に
そ
れ
が
釘
利
に
利
用
さ
れ
得
な
か

っ
た
こ
と
、
総
枠
が
そ
れ
を
必
裂
と
し
な
か
っ
た
と
と
を
誇
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
や
そ
れ
を
生
時
に
導
入
れ
る
と
と
は
生
産
手

段
の
除
少
性
の
輸
大
せ
る
兆
候
で
る
る
』
換
言
す
れ
ば
経
済
が
よ
り
非
牧
益
的
友
生
産
手
段
を
必
要
と
す
る
に
一
全
っ
た
と
と
を
物
語

る
も
の
に
他
た
ら
な
い
。

ず
れ
ば
、

す
べ
て
の
技
術
的
に
利
用
可
能
な
る
生
直
子
段
が
悉
〈
利
用
さ
れ
る
ご
と
き
欣
態
が
限
り
に
存
注
す
る
と

そ
れ
は
経
済
の
費
態
(
例
へ
ば
職
時
経
桝
)
で
あ
り
、
甚
だ
し
き
貧
困
の
架
徴
で
あ
る
。

更
に
ま
た
シ
ユ
ラ
ー
の
-
一
一
一
回
ふ
休
閑
生
産
手
段
が
経
済
的
に
利
肘
可
能
で
あ
る
に
か
、
わ
ら
や
、
何
等
か
の
理
由
で
休
閑
欣
態
に
あ

る
生
直
手
段
を
意
味
す
る
友
ら
ば
、
そ
れ
は
例
へ
ば
特
定
の
部
門
に
於
干
二
時
的
に
資
本
が
不
足
せ
る
た
め
界
働
が
休
閑
欣
態
に
あ

る
と
一
一
品
ふ
場
合
の
ご
と
く
、

一
時
的
な
目
つ
特
殊
た
現
裁
と
し
て
は
巧
へ
得
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
む
ユ
ラ

1
の
一
一
一
日
ふ
が
ご
と
く
、

べ
て
の
生
産
部
門
に
於
て
常
に
か
、
る
意
味
に
於
け
る
休
明
晴
生
産
手
段
が
作
在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
川
崎
由
は
な
い
。

シ
ユ
ラ
ー
の
保
護
貿
易
論
4

第
四
十
-
四
巻

第
一
一
}
説
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